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地元に残る伝統文化
１月 24 日、蘇陽総合支所で九州山地神楽祭りが開

催されました。町内からは、「仁瀬本神社神楽」、「白
石神楽」、「高畑神楽」、「今村神楽」の４団体が披露。
神楽祭りには町内外から多くの観客が来場し、九州山
地に残る伝統文化を堪能していました。



　

2
月
8
日
、島
木
地
区
に
お
い
て
「
家

庭
の
日
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
毎
年
行
わ
れ
て

い
て
今
年
で
61
回
目
と
い
う
長
い
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
で
、
大
勢
の
方
た
ち
が
参

集
さ
れ
、
地
区
の
小
学
生
の
作
文
の
発

表
や
講
演
会
で
は
涙
あ
り
笑
い
あ
り

と
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
島
木
地
区
は
、「
通
潤
橋
」
の

架
橋
に
尽
力
し
た
惣
庄
屋
布
田
保
之
助

公
が
、
嘉
永
5
年
に
完
成
さ
せ
た
嘉
永

福
良
井
手
の
受
益
地
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
地
区
に
は
日
本
の
棚
田
百
選

「
峰
棚
田
」
が
あ
り
、
す
ば
ら
し
い
景

観
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
各
集

落
は
険
し
い
山
地
に
囲
ま
れ
、
袋
小
路

的
な
地
域
社
会
を
形
成
し
て
お
り
、
高

齢
化
が
進
み
、
人
口
の
激
減
、
後
継
者

不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、
山

間
地
特
有
の
問
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
厳
し
い
環
境
下
に
は
あ
る
も
の

の
、
人
々
は
お
互
い
を
助
け
合
う
「
結

い
」
の
心
で
結
ば
れ
、
伝
統
行
事
や
共

同
作
業
に
対
す
る
地
域
の
ま
と
ま
り
は

他
の
地
域
に
は
な
い
強
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
な
ん
と
か
島

木
地
区
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
島
木
自

治
振
興
会
が
主
体
と
な
り
竹
の
粉
を

使
っ
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
稲
や
野
菜
の
栽
培
に
お
い
て

竹
粉
は
作
物
の
成
長
の
源
で
あ
る
土
壌

に
与
え
る
影
響
が
非
常
に
大
き
い
こ

と
を
実
証
実
験
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ

れ
、
米
に
つ
い
て
は
竹
粉
に
よ
っ
て

お
い
し
さ
が
増
す
こ
と
も
食
味
計
の

デ
ー
タ
ー
か
ら
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
竹
粉
は
雑
草
の
繁
茂

を
抑
制
す
る
力
や
殺
菌
・
消
臭
作
用
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
竹
粉
の
効
能
を
さ
ら

に
明
ら
か
に
し
、
農
業
振
興
や
起
業
化

な
ど
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
地
区
の

方
々
は
意
欲
満
々
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
島
木
地
区
の
取
り
組
み

に
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

町
長
室
か
ら

工
藤 

秀
一

Ｙ
Ｏ
Ｕ
&
Ｙ
Ｏ
Ｕ
通
信
Vol.
93

●
問
い
合
わ
せ
先

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
事
務
局

（
山
の
都
創
造
課
）
井
手
・
吉
田

【
専
用
電
話
】

０
９
０

－

９
５
６
５

－

９
５
８
９

【
専
用
ア
ド
レ
ス
Ｐ
Ｃ
】

marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

you_and_you.@
docom

o.ne.jp

〜
34
組
目
の
ご
夫
婦
が

誕
生
し
ま
し
た
♪
〜

　

新
し
い
年
明
け
と
と
も
に
嬉
し
い
結
婚

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
清
和
地
区
「
大

庫
信
幸
さ
ん
、
智
恵
美
さ
ん
」
で
す
。

　

お
二
人
は
平
成
26
年
４
月
の
交
流
会
で

出
会
い
、翌
月
よ
り
交
際
ス
タ
ー
ト
。
８
ヶ

月
の
交
際
を
実
ら
せ
１
月
に
入
籍
さ
れ
ま

し
た
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

末
永
い
お
幸
せ
を
！

☆
1
月
交
流
会
in
鹿
児
島
を

実
施
し
ま
し
た
。
☆

　

新
年
最
初
の
交
流
会
は
、
鹿
児
島
県
の

霧
島
へ
向
か
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
男
性

６
名
女
性
５
名
で
し
た
。

　

熊
本
市
で
女
性
と
合
流
し
、
バ
ス
で
目

的
地
の
「
ま
ほ
ろ
ば
の
里
」
へ
向
か
い
ま

し
た
。
到
着
後
は
皆
で
焼
肉
ラ
ン
チ
♪
そ

の
後
は
、
２
班
に
分
か
れ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に

歓
声
あ
り
、
爆
笑
あ
り
で
、
婚
活
と
は
思

え
な
い
様
子
で
し
た
。

　

終
了
後
は
、
霧
島
神
宮
へ
移
動
し
、
み

ん
な
で
参
拝
し
て
霧
島
を
あ
と
に
し
ま
し

た
。
あ
ら
た
な
一
歩
に
な
っ
て
欲
し
い
な

と
願
っ
て
い
ま
す
。

山都町合併 10 周年記念式典開催山都町合併 10 周年記念式典開催
　平成17年 2月 11日に矢部町、清和村、蘇陽町が合併して、今年の2月 11日で町制

誕生10年を迎えました。その節目の年を祝って、記念式典を開催します。

◆日　　時　　平成 27 年３月 21 日（祝）午前 10 時から
◆場　　所　　蘇陽総合支所　営農センター大ホール
◆内容（予定）
　《 第１部 》 功労者表彰、10 周年記念製作映像上映、アトラクション
　《 第２部 》 合併 10 周年記念事業　～ 木村俊昭氏記念講演会 ～
◆参　　加　　電話でお申し込みください。席の都合上、一般の方の参加は 50 人

程度を予定しています。希望者多数の場合は勝手ながら抽選とさ
せていただきますのでご了承ください。

◆申込・問い合わせ先／総務課　総務係　７２－１１１１

講師紹介　木村　俊昭　氏　（きむらとしあき）

一般社団法人北海道活性化機構  代表理事、東京農業大学  教授、
コミュニティプロデューサー

演題『“できない”を“できる”に変える！
　　　　　　　　　　　地方の力引き出します』
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ひとつになって10年　そして未来へひとつになって10年　そして未来へ



〇加入の届け出が遅れると・・・
　　例えば、５月に会社をやめて、10 月に国保加入の届
　け出をしたとき

　・国民健康保険税は届け出をした月からではなく、資格
　　を得た月の分からさかのぼって納めることになります。
　・加入の手続きが遅れてしまった期間にかかった医療
　　費は全額自己負担になる場合があります。
〇脱退の手続きが遅れると・・・
　・脱退の手続きをしないまま、国民健康保険証を使っ 
　　て診療等を受けた場合、国保が負担した分の医療費
　　を返還していただくことになります。
　・国民健康保険税の精算ができず、請求されたままに
　　なります。

　　保険税は年度（４月～翌３月）ごとに決められています。
　平成 26 年度の国民健康保険税について、納め忘れの
　ないようにお願いします。

お問い合わせ　　健康福祉課　72-1229　国保年金係

　長男なので、農大卒業後
に就農しました。両親に良い
名前を付けてもらったことも、
きっかけの一つです。家族経
営で、主にキャベツを作りクレ
アやとれたて市で直売してい
ます。
　農業は、経費もかかり大変
ですが、やればやっただけ返っ
てくるし、品物が高く売れた時

は嬉しいです。これから、少しずつ規模を拡大していっ
て、より安定した経営を目指したいです。

　第 55回を迎えた熊本県農業コンクール大会（県・JAなど農業団体・熊本日日新聞社主催）の表彰式が１月29日
㈭に熊本テルサにて行われました。今回、山都町からは、経営体部門において藤岡正輝さん・ひろみさんご夫婦（万
坂）、また新人王部門において藤岡博史さん（島木）の２組が優良賞を受賞されました。
　正輝さん・ひろみさんご夫婦は高設栽培システム等を導入し、中山間の気候を活かしたイチゴ栽培に取り組まれ
ています。また、博史さんは山野草を主体とした堆肥づくりや、多品目生産による経営に取り組まれています。
　この大会は、自らの農業経営・技術の改善に積極的に取り組む県内の優秀な農業経営者や集団を表彰し、併せて
県民への農業理解を図り、農業・農村の振興に寄与する目的で開催しています。

　夏はトマト、冬は白ネギを
中心に、弟、従業員２人と共
に経営しています。これか
ら、新しい作物、特に夏以外
の作付けを行い、経営の安定
化を図りたいと思っていま
す。
　平坦地ではまねできない
高冷地の山都町だからこそ
できる農業で、熊本の農業を

引っ張っていくような経営を行っていきます。

森崎 耕地 さん
（御所・35歳　就農15年）

会社をやめたとき 加入の届け出

５月までさかのぼって保険税を納めます。
保険証がないため、この間の医療費は全額自己負担となります。

山都町の明日を
担う農業者に

お話を聞きました

熊本県農業コンクール大会
経営体部門＆新人王部門　優良賞受賞！

橋本 龍生 さん
（二瀬本・38歳　就農13年）

☆甲斐義孝委員より一言
　明るい好青年で、これから山都町の農業を背
負ってくれると期待しています。一生懸命頑張っ
てください。

☆江藤誠委員より一言
　地域農業のリーダーであり、農業のみならず消
防団活動、ＰＴＡ活動と多忙な人材です。頑張っ
てください。

藤岡正輝さん・ひろみさん 藤岡博史さん

障がい者福祉だより

国民健康保険からのお知らせ国民健康保険からのお知らせ

さまざまな障がい福祉サービス
　在宅や通所などで利用する訪問系のサービスと、入所施設等で行うサービスがあります。前回「訪問系
サービス」についてご説明しましたので、今回は「施設サービス」についての説明をします。施設サービ
スは「日中活動系サービス」と「居住系サービス」に分けられています。
※介護保険法の規定により同様のサービスを受ける事ができる方は、介護保険制度によるサービスが優先となります。

日中活動系サービス　－入所施設等で昼間の活動を支援するサービスを行います。
サービスの名称 内　　　　　容

療養介護 医療の必要な障がい者で常に介護が必要な人に、医療機関で機能訓練や療養上の管理、看護、介護や世
話をします。

生活介護 常に介護が必要な人に、施設で入浴や排せつ、食事の介護や創作的活動などの機会を提供します。

自立訓練（機能・生活訓練） 自立した日常生活や社会生活ができるよう、一定の期間における身体機能や生活能力向上のために必要
な訓練をします。

就労移行支援 就労を希望する人に、一定の期間における生産活動やその他の活動の機会の提供、知識や能力向上のた
めの訓練をします。

就労継続支援（A型・B型） 通常の事業所で働くことが困難な人に、就労の機会の提供や生産活動その他の活動の機会の提供、知識
や能力向上のための訓練をします。

居住系サービス　－入所施設等で住まいの場におけるサービスを行います。
サービスの名称 内　　　　　容

施設入所支援 施設に入所する人に、入浴や排せつ、食事の介護などをします。

共同生活援助（グループホーム） 地域で共同生活を営む人に、住居における相談や日常生活上の援助をします。

＊来月号ではサービスを利用した時の
費用についてご説明します。　　　

　国民健康保険に加入したりやめるときには届け出
をする必要があります。
　次のような場合には必要な書類をお持ちになり、
健康福祉課でお手続き下さい。

こんなとき 届け出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

ほかの市区町村から転入し
たとき 印かん

職場の健康保険をやめたと
き

印かん、職場の健康保険の
資格喪失証明書

職場の健康保険の被扶養者
でなくなったとき

印かん、被扶養者でなく
なった証明書

子どもが生まれたとき 印かん

生活保護を受けなくなった
とき 印かん

国
保
を
や
め
る
と
き

ほかの市区町村に転出する
とき 保険証、印かん

職場の健康保険に加入した
とき

国保と職場の保険証、
印かん

職場の健康保険の被扶養者
になったとき

国保と職場の保険証、
印かん

国保の被保険者が死亡した
とき 保険証、印かん

生活保護を受けるように
なったとき 保険証、印かん

●山都町役場　　健康福祉課　７２－１２２９
●清和総合支所　健康福祉課　８２－２１１１
●蘇陽総合支所　健康福祉課　８３－１１１１

○１月号から引き続き、障がい福祉サービスについてご説明します。今月号ではサービスの内容のう
ち「施設サービス」についてです。

問い合
わせ先

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
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図書館情報
－読書とは、人間が創造した、もっとも価値の高い快楽の一つです。ー

●お問い合わせ
　・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：全館共通（月曜日・月末日・祝日・お盆・年末年始）

※平成27年度移動図書館車巡回コースは次号に掲載されます。
　ご不明な点がございましたら、お手数ですがお近くの図書館
　までお尋ね下さい。

山都町図書館だより 声の灯り
ー90号ー

第152回 芥川龍之介賞・直木三十五賞決定！

　作家宮尾登美子氏が2014年12月30日88歳で亡くなられま
した。宮尾登美子氏は大正15年高知県出身、昭和54年「一弦
の琴」で直木賞を受賞しました。代表作と言えば、ドラマ化され
大変話題となった「天璋院篤姫」（講談社）です。また、自伝的
随筆「生きていく力」（新潮社）は、自身の執筆の原点である父
親との葛藤や、農家の嫁としての日々などがつづられており、こ
ちらもおすすめです。

　堀信雄さんは、生前、山都町の
行事や歴史にまつわるビデオやＤＶ
Ｄをたくさん寄付していただいてい
ました。今回、奥さんのノブ子さん
から図書館に寄付を頂きましたの
で、その寄付金で高齢者向けの紙
芝居を購入させていただきました。
今後、図書館での貸し出しや高齢
者福祉施設で活用させていただき
ます。ありがとうございました。

今月のおすすめの本
   

　本館へ可愛らしい竜のマスコットのプレゼントを頂きました。
このマスコットは「エルマーの冒険（ルース・スタイルス・ガネッ
ト著・福音館書店）」に登場する可愛らしい竜で、橋本恵子さん
が作ってくださいました。みなさんはエルマーのお話しを読んだこ
とがありますか。このお話しを読むともっとこの竜が好きになり
ますよ！

　そして本館スタッフ手作りのドリームハウスが完成しました。こ
ちらもとっても可愛くて、子どもたちに大人気です。おままごとも
できる小道具もそろっていて、まるでお話の世界にいるような気
分になれます。とっても可愛らしい作品がいっぱいです。ぜひ見
に来てくださいね！

  著者の小野氏は大分県出身の44歳で、現在は立教大学
の准教授を務めています。以前にも芥川賞候補になって
おり、4度目のノミネートでの受賞となりました。受賞
作「九年前の祈り」は、昨年46歳で亡くなった自身の兄
へ思いを寄せながら書いたと述べられている小説です。
　あらすじは、カナダ人の夫と別れ、障害のある息子と
故郷である大分へ帰省してきた35歳の女性が、9年前の
旅行の記憶と育児に揺れる心情を描いた作品です。

第152回芥川賞受賞作

「九年前の祈り」
　小野  正嗣 著
   講談社

お  の    まさつぐ

  著者の西氏はイランの首都テヘラン生まれの37歳
で、デビュー作「あおい」を御存じの方も多いと思
います。受賞作「サラバ上・下」は、主人公の
「歩」の30年の人生を追った作品です。家族に翻
弄され、大切な人との出会いと別れを繰り返しなが
ら、自分の信じる者を必死に見つけようとする
「歩」の力強い生き様が描かれています。

第152回直木賞受賞作

「サラバ　上・下」
　西　加奈子 著
   小学館

にし　    か  な   こ
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そ
の
62

（
前
号
の
続
き
）

　

参
加
者
が
集
ま
り
、
観
察
の
内
容
や
日
程

を
説
明
し
、
さ
っ
そ
く
田
ん
ぼ
に
向
か
っ
た
。

下
田
さ
ん
の
田
ん
ぼ
を
目
指
し
て
農
道
を

進
む
と
、
途
中
の
田
ん
ぼ
で
は
す
で
に
稲
刈

り
を
終
え
掛
け
干
し
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
が
風
で
倒
さ
れ
て
い
た
。

　

農
道
の
脇
の
茂

み
に
は
、
実
が
赤

く
色
づ
き
始
め
た

サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ

が
あ
り
、
近
く

に
は
大
き
な
ジ
ョ

ロ
ウ
グ
モ
が
網
を

張
っ
て
い
た
。
周

辺
の
生
き
も
の
を

観
察
し
な
が
ら
下

田
さ
ん
の
田
ん
ぼ

に
到
着
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
私
た
ち
が
採
集
し
た
生

き
も
の
を
入
れ
て

お
い
た
水
槽
を
見

つ
け
た
。

「
わ
あ
、
で
っ
か
い

ド
ジ
ョ
ウ
が
入
っ
と

る
。」
と
、興
味
津
々

の
様
子
で
、
生
き

も
の
探
し
の
『
や

る
気
』
に
火
が
付

い
た
。

　

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
網
を
持
っ
て
、

下
田
さ
ん
の
田
ん
ぼ
や
、
休
耕
田
を
利
用
し

て
作
ら
れ
た
「
ビ
オ
ト
ー
プ
（
自
然
を
生
か

し
て
生
物
の
生
息
環
境
を
人
の
手
で
作
っ
た

場
所
）」
で
生
き
も
の
を
探
し
始
め
た
。

　

二
つ
の
水
槽
に
水
を
入
れ
て
準
備
を
し

て
い
る
と
、
生
き
も
の
を
見
つ
け
た
子
ど

も
た
ち
が
次
々
と
戻
っ
て
き
た
。

　

数
種
類
の
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の
仲
間
、
大
型

の
ト
ン
ボ
の
ヤ

ゴ
、
ド
ジ
ョ
ウ

な
ど
が
水
槽
に

集
ま
っ
た
。
サ

ワ
ガ
ニ
に
指
を

挟
ま
れ
た
ま
ま

見
せ
に
来
た
子

ど
も
も
い
た
。

　

用
意
し
た
水

槽
は
、
子
ど
も

た
ち
が
見
つ
け

た
生
き
も
の
た
ち
で
見
る
見
る
い
っ
ぱ
い

に
な
り
始
め
た
。

　

水
槽
を
の
ぞ
き
込
ん
で
い
た
子
ど
も
が
、

「
あ
っ
、タ
イ
コ
ウ
チ
が
ヤ
ゴ
ば
つ
か
ま
え
た
。」

と
教
え
て
く
れ
た
。

　

こ
れ
が
自
然
の
中
で
の
生
き
も
の
た
ち

の
姿
で
す
。
生
き
も
の
た
ち
の
つ
な
が
り

な
の
で
す
。

 （
次
号
に
続
く
）

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

　睡眠は食事や運動と並んで、健康を維持していくためには欠かせないものです。しかし、ライフサイクルの
変化に伴って、不眠などの睡眠障害に悩まされている人が増えています。心身の健康のために、睡眠は大切です。

眠れない日が続いていませんか？

朝は毎日同じ時間に
起床する

就寝直前の食事や
嗜好品は控える

日中の過ごし方にも
気を配る

就寝前には
心身をリラックス

昼寝は20分程度を
目安に

睡眠時間に
こだわりすぎない

　「不眠」と「うつ病」は深い関わりがあります。長引く不眠は、うつ病が原因となっていることがあります。
　下のグラフは、特定健診の受診者で、睡眠で休養が十分に取れていない人の割合です。健診を受けている人は、
山都町と人口が同規模の町村・熊本県・国と比較して、睡眠で休養が取れている人が多いと言えます。快適な
睡眠は健康生活の基本です。　
  もし不眠が２週間以上続くようであれば、うつ病のサインかもしれません。また、慢性的な不眠がうつ病に移
行することもあります。
　うつ病は、適切な治療を受けて、しっかり休養をとれば治すことのできる病気です。早期の適切な治療が回
復のカギです。早めに医療機関等に相談しましょう。

　日頃から意識して、快適な睡眠を確保することを心がけましょう。

山都町役場 健康福祉課　　　　　　　72-1229
清和保健センター 　　　　　　　　　82-2900
蘇陽総合支所 健康福祉課　　　　　　83-1111

　自殺の原因となる「うつ病」
3月は自殺対策強化月間です。
一人で悩まず、まず相談を。

快適な睡眠のために

不眠の主な症状

不眠とうつ病

①入
にゅうみんしょうがい

眠障害・・・床に入っても、30分以上寝付けない状態が続く
②中

ちゅうとかくせい

途覚醒・・・夜中に何度も目が覚めて、再び眠るまで時間がかかる
③早

そうちょうかくせい

朝覚醒・・・予定の起床時間よりも、２時間以上早く目が覚めてしまう
④熟

じゅくみんしょうがい

眠障害・・・睡眠時間の長さにかかわらず、ぐっすり眠った感じがしない

保健センターだ保健センターだより保健センターだ保健センターだより保健センターだよりvol.41

睡眠で休養が十分に取れていない人の割合

山都町 同規模 熊本県 国

15.1％

22.8％ 24.0％ 24.6％

山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより
山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110

熊本県警のホームページ
http;//www.police.pref.kuma
moto.jp/
　管内の犯罪・交通事故の発生状況、
県警からのお知らせ等が掲載中です。

第３回山都警察署協議会開催第３回山都警察署協議会開催
　２月６日（金）、山都警察署に
おいて本年度第３回目の警察署協
議会を開催し、本年の熊本県警察
及び山都警察署の取組方針等につ
いて説明を受けました。
　今回は、永田熊本県公安委員会
委員及び６人の歴代警察署協議会
委員にもご出席していただき、本
協議会の活性化等について協議す
るとともに、逮捕術訓練の視察を
行うなど有意義な協議会となりま
した。

熊本県警察発足 60 周年記念
柔道・剣道・逮捕術大会逮捕術第２部優勝　
　１月23日（金）、上記大会が熊本市総合体育館で行われ、山都警察署チー
ムが逮捕術第２部において優勝という快挙を成し遂げました。
　15チームが参加した逮捕術第２部では、激戦を勝ち進み決勝戦へ進出、
人吉警察署を僅差で破り、熊本県警察発足60周年という記念すべき大会
で山都警察署始まって以来の快挙を成し遂げました。今後も、術科技能及
び体力の更なる向上に努めていきます。

警察署協議会審議事項
・昨年発生した本県警察官による飲酒運転
　事案概要及び防止対策について
・平成 26 年中の交通事故発生状況を踏まえ
　た「速度取締指針」について
・前回会議時の提言に対する反映状況報告
・山都署の現状（署員構成等）、モットー、
　取組方針について
・警察署協議会の更なる活性化についてなど

? !

＜協議会の状況＞

＜逮捕術訓練の状況＞

犯罪・交通事故発生状況（山都町）
事件・事故 平成27年１月中
刑法犯 １件（７件）

人身交通事故 ６件（３件）
（ ）内は平成26年同時期の発生状況

99 8



「
経
営
計
画
」
作
成
研
修
会

（
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
申
請
対
応
）

　

小
規
模
事
業
者
が
申
請
に
向
け
て
「
経

営
計
画
」
を
作
成
す
る
た
め
の
研
修
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
受
講
希
望
の

方
は
事
前
に
商
工
会
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
日
時

▽
１
日
目

　

３
月
５
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▽
２
日
目

　

３
月
12
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　

※
２
日
間
と
も
受
講
が
必
要

▼
会
場

　

商
工
会
本
所

▼
対
象
者

　

町
内
の
小
規
模
事
業
者
の
方

▼
受
講
料

　

無
料

▼
定
員

　

30
人
（
先
着
）

▼
講
師

　

菅
原
孝
二
さ
ん
（
中
小
企
業
診
断
士
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
会
本
所
（
72

－

０
１
８
６
）

お
し
ら
せ
版

　

清
和
支
所
（
82

－

２
０
１
７
）

　

蘇
陽
支
所
（
83

－

０
０
３
７
）

【
山
の
都
創
造
課
（
72

－

１
１
５
８
）】

年

金

相

談

　

希
望
の
方
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
期
日

　

３
月
13
日
㈮

▼
場
所

　

矢
部
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　
（
０
９
６
―
３
６
７
―
２
５
０
３
）

【
健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）】

福

祉
・

法

律

相

談

所

　

日
々
の
生
活
の
中
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
出
来
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き

の
相
談
窓
口
が
福
祉
・
法
律
相
談
所
で

す
。
相
談
は
無
料
。
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
内
容
に
よ
り
関

係
機
関
へ
の
紹
介
も
行
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
福
祉
相
談
所

▼
期
日

　

３
月
５
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場

　

千
寿
苑
、
清
楽
苑
、
蘇
陽
総
合
支
所

■
法
律
相
談
所

▼
期
日

　

３
月
19
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場

　

蘇
陽
総
合
支
所

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会
（
82

－

３
３
４
５
）

第
10
回
日
向
往
還
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

　

肥
後
と
日
向
を
つ
な
ぐ
歴
史
街
道
「
日

向
往
還
」。
今
年
で
10
回
目
と
な
る
本
大

会
が
３
月
21
日
、
22
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
程
、
コ
ー
ス

▽
３
月
21
日
㈯

　

・
め
ざ
せ
馬
見
原
コ
ー
ス
（
約
23
㎞
）

　

・
馬
見
原
ご
利
益
め
ぐ
り
コ
ー
ス

　
　
（
約
３
㎞
）

▽
３
月
22
日
㈰

　

・
め
ざ
せ
通
潤
橋
コ
ー
ス
（
約
20
㎞
）

　

・
浜
町
散
策
コ
ー
ス
（
約
６
㎞
）

▼
申
込
期
限

　

３
月
15
日
㈰

　

※
申
込
用
紙
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
向
往
還
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会

　
（
72

－

３
８
５
５
）

平
成
27
年
山
都
町
消
防
団
出
初
め
式

期
日　

３
月
１
日
㈰

時
間　

午
前
８
時
か
ら

会
場　

山
都
町
営
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
（
雨
天
時　

山
都
町
営
体
育
館
）

内
容　

①
通
常
点
検
、
②
放
水
競
技
（
全

14
分
団
）
③
幼
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る

通
常
点
検　

ほ
か

経
営
体
育
支
援
事
業
要
望
調
査

　

適
正
な
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
策
定
し

た
地
域
の
中
心
経
営
体
な
ど
に
対
し
農

業
用
機
械
な
ど
の
導
入
を
支
援
す
る
事

業
で
す
。
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
を
活

用
し
、
農
業
用
機
械
・
施
設
な
ど
を
取

得
す
る
場
合
に
、
取
得
に
要
す
る
経
費

か
ら
融
資
な
ど
の
額
を
除
い
た
自
己
負

担
額
に
つ
い
て
助
成
し
ま
す
。

▼
助
成
額

　

10
分
の
３

▼
募
集
締
切

　

３
月
２
日
㈫

▼
対
象
者

①
適
切
な
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
中
心
経
営
体

②
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
賃
借
権

の
設
定
な
ど
を
受
け
た
者

▼
対
象
事
業

　

農
産
物
の
生
産
、
加
工
、
流
通
、

そ
の
他
農
業
経
営
の
開
始
も
し
く
は

改
善
に
必
要
な
機
械
ま
た
は
施
設
の

改
良
ま
た
は
取
得

▼
要
件

①
平
成
27
年
度
内
に
完
了
す
る
事
業

②
事
業
費
が
整
備
内
容
ご
と
に
50
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
振
興
課
（
72

－

１
１
３
６
）

相

談

窓

口

児
童
扶
養
手
当
が
受
給
で
き
ま
す

（
公
的
年
金
受
給
者
）

　

こ
れ
ま
で
公
的
年
金
（
遺
族
年
金
、
障

害
年
金
、
老
齢
年
金
、
労
災
年
金
、
遺
族

補
償
な
ど
）
を
受
給
す
る
方
は
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平

成
26
年
12
月
か
ら
は
公
的
年
金
を
受
給
し

て
い
て
も
、
そ
の
額
が
児
童
扶
養
手
当
の

額
よ
り
低
い
場
合
は
差
額
分
の
手
当
て
を

受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
新
た
に
手
当
て
を
受
け
取
れ
る
場
合

①
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
祖
父

母
等
が
低
額
の
老
齢
年
金
を
受
給

し
て
い
る
場
合

②
父
子
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
が
減
額

の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し

て
い
る
場
合

③
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が
死

亡
し
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族

厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る

場
合

▼
お
早
目
に
連
絡
を

　

町
で
は
、
今
回
の
改
正
で
新
た
に
支

給
対
象
に
な
る
方
を
把
握
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
に
ご
案
内

を
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
お

早
め
に
健
康
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
支
給
開
始
日

　

申
請
の
翌
月
分
か
ら

※
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
公
的
年
金
等
を

受
給
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
の

う
ち
、
平
成
26
年
12
月
１
日
に
支
給

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
が
、
平
成

27
年
３
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合

は
、
平
成
26
年
12
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

交

付

し

ま

す

　

本
町
で
は
、
合
併
10
周
年
を
記
念
し
、

矢
部
高
校
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
山
都
町
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
交
付
し
ま
す
。（
限
定
５
０
０
枚
）

※
デ
ザ
イ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
25

日
発
行
の
広
報
や
ま
と
四
月
号
に
掲
載
予

定
で
す
。

▼
交
付
開
始

　

４
月
１
日
㈬　

午
前
８
時
30
分
〜

▼
交
付
場
所

　

税
務
住
民
課
（
本
庁
１
階
窓
口
）
及
び

　

各
総
合
支
所
総
務
住
民
課

▼
交
付
対
象
車
種

　

原
動
機
付
自
転
車
第
一
種

　
（
50
㏄
以
下
）
白
色

▼
そ
の
他

　

・
新
規
登
録
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
ナ

ン
バ
ー
と
選
択
が
で
き
ま
す
。

　

・
希
望
者
に
は
、
現
在
使
用
中
の
ナ
ン

バ
ー
か
ら
の
交
換
を
行
い
ま
す
。

　
　
（
無
料
）

　

・
標
識
番
号
の
指
定
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。

　

・
枚
数
が
無
く
な
り
次
第
、
交
付
を
終

了
す
る
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課
（
72

－

１
１
２
８
）

イ

ベ

ン

ト

お

知

ら

せ

や
ま
ト
ー
ク
（
み
ん
な
の
座
談
会
）
開
催

　

次
の
と
お
り
、
や
ま
ト
ー
ク
（
み
ん
な

の
座
談
会
）
を
開
催
し
ま
す
。
や
ま
ト
ー

ク
は
、
町
長
や
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
頂
い

た
内
容
に
関
連
す
る
担
当
課
長
が
町
民
と

直
接
対
話
す
る
場
で
す
。
住
民
の
皆
様
の

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
白
三
校
区
自
治
振
興
区

▼
日
時

　

３
月
３
日
㈫　

午
後
６
時
30
分
〜

▼
場
所

　

出
野
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
（
72

－

１
２
１
４
）

地
域
情
報
か
わ
ら
版
の
ご
活
用
を

　

町
内
商
店
街
等
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
、
新
庁
舎
１
階
に
情
報
掲
示
板
（
通
称
、

地
域
情
報
か
わ
ら
版
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
積
極
的
な
活
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
サ
イ
ズ

　

約
１
８
０
㎝
×
９
０
㎝

▼
利
用
規
定

①
町
内
商
店
街
等
の
個
人
ま
た
は
団
体

が
、
自
ら
の
営
業
目
的
ま
た
は
商
店

街
活
性
化
の
た
め
に
行
う
イ
ベ
ン
ト

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
チ
ラ
シ
等
に

つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
掲
示
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

※
た
だ
し
、
町
外
の
方
で
も
町
が
特
に

認
め
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

②
原
則
、
最
長
２
ヶ
月
以
内
の
掲
示
期

間
と
し
、
期
限
を
超
え
た
掲
示
物
に

つ
い
て
は
町
の
ほ
う
で
撤
去
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

③
掲
示
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
総
務
課

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）

山
都
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

個
別
見
直
し
受
け
付
け
に
つ
い
て

　

農
振
農
用
地
区
域
内
の
農
地
は
、
優
良

農
地
と
し
て
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

農
地
以
外
の
目
的
に
は
利
用
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
他

の
目
的
（
住
宅
・
駐
車
場
な
ど
）
に
利
用

す
る
場
合
は
、「
農
振
農
用
地
区
域
か
ら

の
除
外
」
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
農
振
農
用
地
区
域
の
指
定

を
行
う
際
は
、「
農
振
農
用
地
区
域
へ
の

編
入
」
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
個
別
見
直
し

（
農
振
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
・
編
入
）

に
つ
い
て
は
、
年
２
回
の
受
付
を
行
い
ま

す
。
平
成
27
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
限

▽
上
期　

４
月
10
日
㈮
ま
で

▽
下
期　

９
月
30
日
㈬
ま
で

▼
注
意
事
項

　

各
種
の
除
外
の
要
件
を
満
た
し
た

上
で
、
他
法
令
の
許
可
の
見
込
み
が
な

い
と
除
外
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
土
地
の

選
定
に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
振
興
課
（
72

－

１
１
３
６
）

募

集
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１
月
24
日
、
二
瀬
本
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
仁
瀬
本
神
社
神
楽
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
お
よ
そ
２
０
０
年
以
上
前

に
宮
崎
県
の
五
ヶ
瀬
か
ら
二
瀬
本
地
区

に
伝
わ
る
こ
の
神
楽
。
以
前
は
神
楽
宿

と
呼
ば
れ
る
民
家
で
夜
を
徹
し
て
奉
納

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
二
瀬
本

自
治
振
興
区
の
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
午
後
６
時
か
ら
、
約
６
時

間
に
わ
た
り
奉
納
さ
れ
た
舞
。
厳
か
な

舞
や
、
笑
い
を
さ
そ
う
舞
な
ど
会
場
を

埋
め
た
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
会
場
で
は
、
婦
人
部
に
よ
る
お

に
ぎ
り
や
だ
ご
汁
な
ど
も
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。

仁
瀬
本
神
社
神
楽

蘇
陽
南
小
学
校
ス
キ
ー
教
室

　

蘇
陽
南
小
学
校
は
、
地
域
性
を
生
か

し
て
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
と
し
て
「
ス

キ
ー
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
１
月
23
日
に
、
全
学
年

（
児
童
数
75
人
）
で
五
ヶ
瀬
ハ
イ
ラ
ン

ド
ス
キ
ー
場
に
行
き
「
ス
キ
ー
教
室
」

を
行
い
ま
し
た
。全
学
年
で
行
う
の
で
、

安
全
面
を
考
え
て
、
11
名
の
保
護
者
に

も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。低
学
年
は
、

初
め
て
ス
キ
ー
を
体
験
す
る
子
ど
も
た

ち
が
ほ
と
ん
ど
で
、
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。

　

「
自
然
学
校
」の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
方
に
ス
キ
ー
の
指
導
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
最
初
は
こ
ろ
ん
で
ば
か
り

い
た
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
午
後
に
な

る
と
傾
斜
の
あ
る
ゲ
レ
ン
デ
を
滑
れ
る

程
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
上
達
の
早

さ
に
驚
き
ま
し
た
。
す
で
に
ス
キ
ー
の

経
験
の
あ
る
高
学
年
の
子
ど
も
た
ち

は
、
上
級
者
コ
ー
ス
に
も
挑
戦
し
、
驚

く
ほ
ど
見
事
な
滑
り
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
思

い
出
に
残
る
楽
し
い
体
験
学
習
に
な

り
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
方
へ
の

恩
返
し
を

　

１
月
22
日
、
蘇
陽
南
小
学

校
で
馬
見
原
東
部
老
人
会
と

小
学
生
の
交
流
事
業
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、５
年
生
児
童
が
今

年
の
夏
に
田
植
え
の
植
え
付
け

か
ら
収
穫
ま
で
、老
人
会
の
方

と
行
って
お
り
、そ
の
お
礼
と
し

て
今
回
老
人
会
に
案
内
が
あ
っ

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
５
年
生
児
童
か

ら
老
人
会
の
方
へ
手
品
や
寸

劇
の
披
露
が
あ
っ
た
ほ
か
、

給
食
も
一
緒
に
食
べ
た
り
世

代
間
の
交
流
を
し
ま
し
た
。

　

老
人
会
の
方
か
ら
は
、

「
児
童
と
交
流
を
す
る
こ
と

で
、
自
分
た
ち
も
元
気
を
も

ら
え
る
。
多
く
の
出
し
物
を

見
る
こ
と
が
で
き
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
た
。
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

 

浜
美
荘
も
ち
つ
き

　

12
月
25
日
、
浜
美
荘
で
も
ち
つ
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
も
ち
つ
き
は
昭

和
50
年
、
浜
美
荘
が
現
在
の
土
地
に

移
っ
て
き
た
時
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で

な
ん
と
40
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

も
ち
つ
き
を
行
っ
て
き
た
の
は
、
旧

御
岳
中
の
同
級
生
で
発
足
さ
れ
た
「
十

二
志
会
」
の
み
な
さ
ん
。
現
在
は
十
二

志
会
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
有
志
の
方
々
が
集
い
毎
年
12
月
に

訪
問
さ
れ
、
浜
美
荘
の
恒
例
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。
早
速
入
所
者
の
皆
さ

ん
は
、
つ
き
た
て
の
も
ち
を
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
も
ち
つ
き
の
後
は
、
十
二
志
会

の
メ
ン
バ
ー
、
福
田
さ
ん
の
お
孫
さ
ん

の
、
十
河
弦
輝
く
ん
と
侑
輝
く
ん
（
山

口
県
　

６
歳
）
に
よ
る
「
石
見
神
楽
」

の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
６
歳
と
は
思

え
な
い
素
晴
ら
し

い
演
技
で
、
入
所

者
の
皆
さ
ん
も
大

変
喜
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。

く
ま
モ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

「
く
ま
も
と
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
」

　

１
月
30
日
、
御
岳
小
学
校
体
育
館
で
児

童
や
御
岳
保
育
園
の
園
児
ら
が
参
加
す
る

中
、
６
年
生
達
が
扮
す
る
「
み
た
け
ん

じ
ゃ
ー
」
が
早
寝
早
起
き
の
大
切
さ
を
訴

え
る
寸
劇
を
披
露
し
た
後
、
子
ど
も
た
ち

の
大
き
な
声
援
で
く
ま
モ
ン
が
登
場
し
ま

し
た
。熊
本
県
が
「
く
ま
も
と
キ
ッ
ズ

ウ
ィ
ー
ク
」と
い
う
、子
ど
も
た
ち
に
基
本

的
生
活
習
慣
の
大
切
さ
や
教
育
・
保
育
の

充
実
に
関
わ
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
で
、
子
ど
も
た
ち

約
50
人
が
く
ま
モ
ン
隊
を
迎
え
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
く
ま
モ
ン
と
一
緒
に
生

活
習
慣
に
つ
い
て
の
○×

ク
イ
ズ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
。「
夜
遅
く
寝
る
と
朝
早
く
起

き
ら
れ
る
か
」、「
寝
る
前
に
テ
レ
ビ
を
見

た
り
、ゲ
ー
ム
す
る
と
よ
く
眠
れ
る
か
」と

い
っ
た
ク
イ
ズ
に
、
子
ど
も
た
ち
は
一
生

懸
命
考
え
な
が
ら
答
え
て
い
ま
し
た
。そ

の
後
、
く
ま
モ
ン
体
操
を
音
楽
に
合
わ
せ

て
元
気
に
行
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、

「
早
寝
、早
起
き
、朝
ご
は

ん
」
を
誓
い
、
く
ま
モ
ン

と
記
念
撮
影
を
し
て
名

残
惜
し
そ
う
に
一
列
に

並
ん
だ
ア
ー
チ
で
見
送

り
ま
し
た
。

１　期日　平成 27年５月 17日（日）
　※水泳競技のみ平成 27年４月 26日（日）
２　実施競技及び会場
　陸上競技：熊本県民総合運動公園陸上競技場（うまかな・よかなスタジアム）
　卓球競技：熊本県身体障がい者福祉センター体育館
　サウンドテーブルテニス競技：熊本県身体障がい者福祉センター
　アーチェリー競技：熊本県民総合運動公園アーチェリー場
　フライングディスク競技：熊本県民総合運動公園スポーツ広場
　ボウリング競技：ワンダーボウル南熊本
　水泳競技：熊本市総合屋内プール（アクアドームくまもと）　※
３　主催　熊本県・熊本市
４　参加選手資格　
　県内に住所を有する方又は県内の施設、学校等に在籍している 13歳以上（平成 27年４月１日現在）の方で、
身体障がいのある方（身体障害者手帳をお持ちの方）、または知的障がいのある方（療育手帳をお持ちの方ま
たは取得の対象に準ずる障がいのある方）
５　参加申し込み先又はお問い合わせ先　　山都町役場　健康福祉課　福祉係　0967-72-1229
６　参加申込締切　平成 27年３月３日（火）
※本大会の結果は平成 27年 10 月 24 ～ 26 日に和歌山県で開催される第 15回全国障害者スポーツ大会の熊
本県代表選手及び熊本市代表選手決定の際の参考となります

出場者募集中

気軽に参加して
みませんか？

第 14回
くまもと障がい者
スポーツ大会
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12
月
の
人
権
旬
間
に
あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
人
権
作
文
を
先
月
号
に
続
き
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
月
は
３
名
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
人
権
作
文

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い

当
然
の
権
利
こ
れ
が『
人
権
』で
す

｢

人
権
学
習
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た｣

矢
部
小
学
校　
六
年　

藤
田　

夏
綺
さ
ん

私
は
三
年
生
の
と
き
、｢

ク
レ
ヨ
ン
は
ぬ
す
ん
だ

ん
じ
ゃ
ね
え｣

の
勉
強
を
し
ま
し
た
。こ
の
勉
強
が

今
で
も
心
に
残
って
い
ま
す
。

私
は
、こ
の
勉
強
を
す
る
前
は
、い
や
な
こ
と
を

言
わ
れ
た
り
、
か
ら
か
わ
れ
た
り
し
て
も
が
ま
ん

し
て
い
ま
し
た
。

｢

ク
レ
ヨ
ン
は
ぬ
す
ん
だ
ん
じ
ゃ
ね
え｣

を
勉
強

し
て
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
は
、
自
分
の
こ
と
を
言
い

出
し
ま
し
た
。

私
は
、名
前
を
変
え
ら
れ
て
い
や
だ
っ
た
こ
と
を

言
い
ま
し
た
。み
ん
な
も
、
泣
き
な
が
ら
、
ば
か
に

さ
れ
た
り
、貧
乏
と
言
わ
れ
て
い
や
だ
っ
た
こ
と
を

発
表
し
て
い
き
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
、そ
ん
な
こ
と

を
み
ん
な
に
言
う
の
は
怖
かっ
た
で
す
。で
も
、一人

が
言
っ
た
こ
と
で
、み
ん
な
が
発
表
し
て
、
安
心
し

て
自
分
も
言
って
い
い
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

発
表
し
た
後
、
み
ん
な
で
、
自
分
の
い
け
な
かっ

た
こ
と
、言
い
返
せ
な
かっ
た
こ
と
な
ど
を
考
え
ま

し
た
。

み
ん
な
で
考
え
た
後
、
こ
れ
か
ら
嫌
な
こ
と
を

さ
れ
た
り
、
言
わ
れ
た
り
し
た
ら
、
絶
対
言
い
返

す
と
決
め
ま
し
た
。

私
は
、こ
の
勉
強
で
、ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
、傷
つ

い
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
を
初
め
て
知

り
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
は
、
い
や
な
こ
と
が
あ
っ
た

ら
先
生
に
頼
って
い
た
け
ど
、
こ
の
勉
強
で
、
自
分

た
ち
で
話
し
合
って
解
決
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

入
学
し
た
時
か
ら
今
ま
で
で
、一
番
み
ん
な
が

｢

変
わ
っ
た｣

と
思
い
ま
し
た
。

五
年
生
に
な
って
、私
の
弟
が
入
学
し
ま
し
た
。

あ
る
日
、
弟
が
学
校
か
ら
帰
って
来
て
暗
い
顔
を

し
て
帰
って
き
ま
し
た
。私
は｢

何
か
あ
っ
た
と
。｣
と

た
ず
ね
ま
し
た
。弟
は
、｢

学
校
で
友
だ
ち
か
ら
い

や
な
こ
と
を
さ
れ
る
。｣

と
言
い
ま
し
た
。私
は｢

つ

ら
い
だ
ろ
う
な
。｣

と
思
って
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ

ん
と一緒
に
、
そ
の
事
に
つい
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
話
し
合
って
、お
母
さ
ん
が
教

頭
先
生
や
担
任
の
先
生
に
話
し
に
行
き
、弟
は
友

だ
ち
と
話
し
合
い
ま
し
た
。　

今
、
二
年
生
に
な
っ

た
弟
は
、
元
気
に
学
校
に
行
って
い
ま
す
。私
は
、

｢

家
族
み
ん
な
で
話
し
合
って
、
よ
か
っ
た
な
。｣

と

思
い
ま
し
た
。

私
の
家
は
、
飲
食
店
で
す
。私
の
お
父
さ
ん
は
、

肉
を
切
っ
た
り
さ
ば
い
た
り
し
ま
す
。肉
は
毛
と

か
つい
て
い
な
く
て
小
さ
く
切
って
あ
る
の
し
か
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。魚
は
自
分
で
さ
ば
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。で
も
、お
父
さ
ん
が
頭
を
取
っ

て
、内
蔵
や
エ
ラ
、皮
な
ど
も
取
っ
た
も
の
で
す
。だ

か
ら
、今
度
は
、お
父
さ
ん
に
習
って
、自
分
で
やっ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。｢

動
物
や
魚
の
命
を
も

らって
生
き
て
い
る
か
ら
、感
謝
し
て
食
べ
な
ん
し
、

残
さ
ず
食
べ
な
ん
。｣

と
思
い
ま
し
た
。最
初
は
、か

わ
い
そ
う
と
思
って
い
た
け
ど
、
み
ん
な
と
話
を
し

て
気
持
ち
が
変
わ
り
ま
し
た
。

私
は
、前
田
先
生
や
み
ん
な
と
人
権
学
習
を
し

て
き
ま
し
た
。人
権
学
習
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
、自

分
の
こ
と
、
友
だ
ち
の
こ
と
、
弟
の
こ
と
、
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

人
権
学
習
を
す
る
と
、
自
分
の
今
ま
で
思
って

い
た
こ
と
や
考
え
て
い
た
こ
と
が
変
わ
って
い
き
ま

し
た
。

｢

人
権
学
習
が
あ
って
よ
かっ
た
。｣

で
す
。

「
人
権
学
習
を
し
て
考
え
た
こ
と
」

清
和
中
学
校　
一年　

奈
須　

雅
俊
さ
ん

ぼ
く
た
ち
一
年
生
は
、一
学
期
、友
達
の
こ
と
を

考
え
た
り
、ロ
ー
ル
プ
レ
ー
を
見
て
考
え
た
り
す

る
学
習
を
し
ま
し
た
。

友
達
の
こ
と
で
は
、男
子
と
女
子
に
分
か
れ
て
、

男
子
の
い
い
と
こ
ろ
、女
子
の
い
い
と
こ
ろ
、男
子
の

な
お
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
、女
子
の
な
お
し
て
ほ
し

い
と
こ
ろ
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

こ
う
い
う
ふ
う
に
出
し
合
っ
た
こ
と
で
、そ
れ
ぞ

れ
が
、ど
う
思
っ
た
の
か
が
わ
か
り
、自
分
は
こ
う

い
う
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
て
行
動
し
よ
う
と
思
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、相
手
の
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
て
よ
かっ
た
で
す
。

ロ
ー
ル
プ
レ
ー
で
は
、先
生
方
が
や
って
く
だ
さ
っ

た
の
を
見
て
、お
か
し
い
と
思
っ
た
こ
と
を
ど
う
す

れ
ば
よ
かっ
た
の
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、こ
の
と
き
ち
ゃ
ん
と
相
手
が
話
し
終

わ
っ
て
か
ら
、自
分
が
思
っ
た
こ
と
を
言
え
ば
い
い

と
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、人
の
話
を
聞
か
な
い

で
、そ
う
じ
を
さ
ぼ
っ
た
り
、そ
う
じ
の
時
間
に
注

意
し
て
も
、無
視
し
て
ど
こ
か
に
行
っ
た
り
す
る
の

は
お
か
し
い
と
思
い
ま
し
た
。そ
ん
な
時
、ぼ
く

は
、ち
ょっ
と
イ
ラ
ッ
と
き
ま
す
。だ
か
ら
、少
し
気

を
つ
け
て
友
達
と
仲
良
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

そ
し
て
、全
国
中
学
生
人
権
作
文
で
、永
さ
ん

と
い
う「
し
ょ
う
が
い
」を
も
っ
た
人
の
こ
と
に
つい

て
書
か
れ
た
作
文
を
読
み
ま
し
た
。ぼ
く
は
、作

文
の
中
で
、医
者
が
永
さ
ん
に
対
し
て「
も
う
大

学
に
行
け
な
い
」と
決
め
つ
け
を
し
て
い
た
の
が
お

か
し
い
と
思
い
ま
し
た
。し
か
し
、ぼ
く
自
身
も
気

が
付
か
な
い
う
ち
に
、人
を
傷
つ
け
て
、未
来
や
希

望
を
失
わ
せ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、

こ
れ
か
ら
言
葉
、表
情
、態
度
、視
線
に
気
を
付
け

て
、相
手
に
自
分
の
気
持
ち
が
伝
わ
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

永
さ
ん
は
、病
気
を
も
ら
っ
て
生
ま
れ
て
き
た

か
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
で
、病
気
の
こ
と
で
か
ら

か
わ
れ
る
必
要
は
な
い
し
、い
や
な
気
持
に
な
る
必

要
も
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
永
さ
ん
は
か
ら

か
わ
れ
た
こ
と
が
あ
って
も
、家
族
の
支
え
で
今
を

生
き
て
い
る
の
で
、か
っ
こ
い
い
と
思
い
ま
す
。だ
か

ら
、ぼ
く
も
か
ら
か
わ
れ
た
り
し
て
も
、相
手
に
負

け
ず
に
自
分
の
思
い
や
考
え
が
伝
わ
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、差
別
さ
れ
て
命
を
絶
つ
人
が
い
る
の
は

か
な
し
い
し
、つ
ら
い
で
す
。そ
れ
は
、差
別
で
人
が

亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
こ
わ
い
し
、さ
み
し
い
か

ら
で
す
。

ぼ
く
は
、差
別
が
あ
っ
て
人
が
泣
い
て
い
た
ら
、

「
な
ん
し
よっ
と
？
や
め
ろ
！
」と
言
い
ま
す
。そ
し

て
、自
分
も
さ
れ
た
ら
、負
け
ず
に
自
分
の
気
持

ち
を
言
い
た
い
で
す
。そ
れ
で
、相
手
が
別
の
人
を

差
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、「
お
か
し
い
ん
じ
ゃ

な
い
？
い
じ
め
る
って
。な
ぜ
多
く
の
人
を
犠
牲
に

せ
な
ん
と
？
」と
言
って
、差
別
を
な
く
せ
る
よ
う

な
環
境
を
つ
く
って
、差
別
が
な
く
な
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

差
別
は
、差
別
で
亡
く
な
っ
た
人
の
家
族
や
友

達
、知
っ
て
い
る
人
な
ど
、た
く
さ
ん
の
人
ま
で
も

悲
し
ま
せ
て
し
ま
い
ま
す
。一人
ひ
と
り
の
命
は
宝

な
の
で
、差
別
に
よ
って
た
っ
た一人
で
も
亡
く
な
っ

て
は
い
け
な
い
の
で
す
。命
は一つ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。だ
か
ら
、一人
ひ
と
り
が
今
の
命
を
大
切
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ぼ
く
は
、小
学
生
の
時
に
命
に
つい
て
の
勉
強
で

自
分
に
あ
て
て
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。そ
の
時
、

涙
が
流
れ
ま
し
た
。な
ぜ
か
と
い
う
と
、人
が
亡

く
な
る
、自
分
が
死
ぬ
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
辛

かっ
た
し
、悲
し
かっ
た
か
ら
で
す
。ぼ
く
は
死
ぬ
こ

と
が
こ
わ
い
し
、さ
み
し
い
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
命

を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

そ
の
大
切
な
命
を
台
無
し
に
す
る
の
が
差
別

で
す
。一つ
の
差
別
で
、中
学
一年
生
で
あ
れ
ば
、十

三
年
の
人
生
が
た
っ
た
数
秒
で
終
わ
って
し
ま
い
か

ね
な
い
の
で
す
。だ
か
ら
、差
別
は
絶
対
ダ
メ
で

す
。そ
し
て
、一
人
ひ
と
り
が
命
を
大
切
に
し
、生

き
て
いって
ほ
し
い
で
す
。

「
現
代
の
問
題
」

矢
部
高
校
食
農
科
学
科　
三
年　

國
武　

咲
希
さ
ん

私
は
小
学
生
の
頃
か
ら
人
権
に
つい
て
考
え
る

機
会
が
多
く
あ
り
、身
の
回
り
で
起
こって
い
る
差

別
は
お
か
し
い
こ
と
だ
と
人
権
教
育
を
通
じ
て
学

ん
で
き
ま
し
た
。

人
権
教
育
を
学
ん
で
い
る
の
は
、私
達
だ
け
で

は
な
い
は
ず
な
の
に
、最
近
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
内
で
の
い

じ
め
な
ど
が
多
く
、問
題
と
な
って
い
ま
す
。

数
年
前
ま
で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
内
で
の
い
じ
め
な
ど
耳

に
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

ア
イ
フ
ォ
ー
ン
の
所
有
者
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら

増
え
て
き
た
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か

ら
、家
庭
内
で
の
使
用
時
間
を
決
め
た
り
、フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
を
か
け
る
な
ど
し
て
、ネ
ッ
ト
い
じ
め
か

ら
自
分
自
身
を
守
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
し
、身
の
回
り
で
起
こ
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
い
じ
め

を
他
人
事
だ
と
は
思
わ
ず
に
、も
し
自
分
が
被
害

者
だ
っ
た
ら
と
考
え
、改
め
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ア

イ
フ
ォ
ー
ン
の
使
い
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、最
近
で
は
改
善
さ
れ
て
き
た
履
歴
書
に

も
以
前
は
親
の
名
前
や
、親
の
収
入
、家
の
大
き
さ

な
ど
、就
職
試
験
に
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
質
問
が

あ
っ
た
と
知
り
、と
て
も
驚
き
ま
し
た
。現
在
の
履

歴
書
は
住
所
や
取
得
し
て
い
る
資
格
の
ほ
か
に
も
、

趣
味・特
技
な
ど
の
欄
が
あ
り
、中
で
も
資
格
を

記
入
す
る
欄
と
志
望
動
機
を
記
入
す
る
欄
が
広

く
取
って
あ
り
、そ
の
人
を
き
ち
ん
と
み
て
く
れ
る

よ
う
な
内
容
に
なって
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、面
接
試
験
の
中
で
本
人
と
は
関
係
の

な
い
質
問
を
さ
れ
る
企
業
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。本
人
と
は
関
係
の
な
い
違
反
質
問
を
さ
れ
る

企
業
の
方
は
、決
し
て
わ
ざ
と
質
問
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
会
話

の
中
で
は
違
反
質
問
だ
と
気
づ
か
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。ま
た
、集
団
面
接
の
な
か
で
違
反
質
問

を
さ
れ
た
場
合
、前
の
人
が
答
え
て
い
た
ら
自
分

も
答
え
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
って

し
ま
い
、つい
答
え
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
る

と
思
い
ま
す
。も
し
、違
反
質
問
に
答
え
て
し
ま
っ

て
も
、学
校
の
先
生
方
が
企
業
に
連
絡
さ
れ
ま
す

が
、違
反
質
問
の
回
答
で
落
ち
た
ら
ど
う
し
よ
う
、

私
だ
け
答
え
て
な
い
か
ら
落
と
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
不
安
が
大
き
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

違
反
質
問
を
さ
れ
な
い
こ
と
が一番
で
す
が
、も

し
違
反
質
問
さ
れ
て
も
動
じ
ず
に
指
導
さ
れ
た

と
お
り
に
答
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
差
別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
差
別
と
き
ち
ん
と
向
き
合
い
、ど

う
す
れ
ば
差
別
が
な
く
な
る
の
か
考
え
、行
動
に

移
す
こ
と
で
ネ
ッ
ト
い
じ
め
や
、就
職
差
別
、そ
の

ほ
か
身
の
回
り
で
起
き
て
い
る
差
別
を
な
く
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ふ
じ
た

な
つ
き

な 

す

ま
さ
と
し

く
に
た
け

さ 

き

120

わ
た
し
た
ち
の

わ
た
し
た
ち
の
人
権
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権
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４歳児４歳児
歯科検診歯科検診

　１月25日に熊日郡市対抗女子駅
伝大会が行われ、上益城郡チーム
は、昨年に引き続き３位入賞を果
たしました。山都町から、枝尾祐
希さん（３区・清和中３年）、中
川京香さん（５区・熊本信愛女学
院高２年）、一瀬遥香さん（６区・
尚絅高３年）の３名が出場し、枝
尾さんが区間賞を取り３位入賞に
大きく貢献しました。

　12 月 21 日に行われた、第 39 回上益城郡町対抗駅伝大会。御船町役場をスタートし、嘉島町
～甲佐町～御船町を経て、益城町陸上競技場をゴールとする、8区間 37.8 ｋｍで、各町を代表
する選手が健脚を競いました。
　大会には、郡内 5町から 7チームが出場（山都町からはＡ・Ｂ２チームが参加）。山都町Ａチー
ムが 2連覇を成し遂げました。藤本和秀さん（3区・五ヶ瀬ワイナリー）、一瀬遥香さん（4区・
尚絅高 3年）、枝尾祐希さん（5区・清和中 3年）が区間賞を取り、枝尾さんは、最優秀選手賞
を受賞しました。

第32回 熊日郡市対抗女子駅伝大会第32回 熊日郡市対抗女子駅伝大会

第39回 上益城郡町対抗駅伝大会第39回 上益城郡町対抗駅伝大会

前列左から枝尾さん・中川さん・一瀬さん
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交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル  

入
選
作
品

シ
ー
ト
ベ
ル
ト　

貴
方
と
私
の　

命
綱

 

佐
野
眞
由
美
（
一
般
）

朝
の
一
声　

心
の
ブ
レ
ー
キ

 

緒
方
恵
美
子
（
一
般
）

▼
清
和
短
歌
会

温
か
き
床
を
出
で
来
て
愛
犬
と

　
　

ま
だ
明
け
や
ら
ぬ
道
を
た
ど
れ
り 

梶
原　
　

徹

日
常
へ
帰
り
行
く
子
ら
見
送
り
し

　
　

あ
と
は
静
け
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ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４山都町の人口

〔平成27年１月31日現在〕
男 7,961人 （－24）
女 8,563人 （－28）
計 16,524人 （－52）
世帯 6,663戸 （－16）

※（　）は前月比
※最高齢は106歳〔女性１人〕
※平成27年１月の出生者数
　７人
※平成27年１月の死亡者数
　29人

　自然の中で懸命に生きてい
る多くの野鳥たちの姿にいつ
も感動させられます。
　私が出逢った野鳥をレンズ
で捕らえました。

出展者：熊本野鳥の会　会員
甲佐町教育委員会　

野口　正史

～ ３月ギャラリーのご案内 ～

素晴らしき自然
～懸命に生きる鳥たち～

　平成27年３月１日（日）
　　　　 ～３月31日（火）まで

水曜日定休日

　今年も仁瀬本神社神楽に行ってきまし
た。思い返せば、私がまだこの担当にな
る前に前任者から写真を撮ってくるよう
に頼まれて初めて伺った行事で、言うな
れば人生初の取材先になります。あの神
楽の笛の音色は今も頭の中に残ってい
て、事あるたびに頭の中で流れ続けて
います。今年もまたあの音色を聞けて嬉
しく感じ、またあの頃のカメラの電源の
入れ方すら分からなかった時期を懐かし
く思い返しながら、深夜まで楽しませて
いただきました。
　今年になり３月も間近に迫っています。
１月は「行く」、２月は「逃げる」、３月は
「去る」と昔から言うように、月日の経つ
のが早く感じます。今年度も残すところ
約１ヶ月。「あれをしておけばよかった。」
などのやり残しが後になって出てこない
ように、今一度気を引き締めて頑張りた
いと思います。㋟

３月の当番医
３月  1 日　野 田 医 院（電話72-0307）
３月  8 日　矢部広域病院（電話72-1121）
３月 15日　瀬 戸 病 院（電話75-0111）
３月 22日　そよう病院（電話83-1122）
３月 28日　高田整形外科（電話72-1007）

春季全国火災予防週間について
「もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ」
この統一標語で全国一斉に春季火災予防運動が実施されます。
期間は３月１日（日）から７日（土）の７日間です。
　本年度の重点目標は次の６つです。
　　（１）住宅防火対策の推進
　　（２）放火火災・連続放火火災防止対策の推進
　　（３）特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
　　（４）製品火災の発生防止に向けた取り組みの推進
　　（５）多数の観客等が参加する行事に対する火災予防指導等の徹底
　　（６）林野火災予防対策の推進
これから、火を使う機会が増え、さらに空気が乾燥するなど、火災の発生しやすいシーズンを迎えます。
火の取り扱いには注意し、山都町から火災を出さないようにしましょう。

◆住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
《３つの習慣》
○寝たばこは絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

《４つの対策》
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具、衣類、カーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

軽自動車の各種手続はお済みですか？
軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有（使用）者に課税されます。
軽自動車を他人に譲渡した場合や解体業者等に引き渡した場合も、平成 27 年３月 31

日までに廃車又は名義変更等の手続きが完了していないと “所有している ”ということに
なり、平成 27 年度も軽自動車税が課税されますので、ご注意ください。
各種手続は、車種により受付場所が異なります。下記の受付場所にて速やかに手続き

をされますよう、お願いします。
また、死亡者名義の車両につきましても、必ず名義変更等の手続きをお願いします。
なお、廃車の手続きにはナンバープレートが必要となりますので、車両を処分される場合は、必ず保管して

ください。

車種（排気量等） 受付場所・問い合わせ先 注意点
原動機付自転車
（125cc 以下）

山都町役場本庁　税務住民課
　　　　　　　　TEL 72-1128
清和総合支所　　総務住民課
　　　　　　　　TEL 82-2111
蘇陽総合支所　　総務住民課
　　　　　　　　TEL 83-1111

もしくは、最寄りの市区町村役場

・廃車の手続きをする際には、廃車車両のナンバー
プレート及び印鑑をご持参ください。

・ナンバープレートを紛失された場合は、弁償金と
して 200 円をいただきます。

・各種手続に必要な書類等は、左記までお問い合わ
せください。

小型特殊自動車
（農耕作業用、その他）

軽三輪車・軽四輪車
（660cc 以下）

軽自動車検査協会熊本事務所
TEL 050-3816-1758
〒 862-0902
熊本市東区東本町 16 番 3 号

・引越しや売買等により、所有者の住所や名義等が
変わった場合は「変更登録」又は「移転登録」な
どの手続きが必要です。

・各種手続に必要な書類等は、左記までお問い合わ
せください。軽二輪車

（125cc 超～ 250cc 以下）
熊本運輸支局
TEL 050-5540-2086
〒 862-0901
熊本市東区東町 4丁目 14 番 35 号

小型二輪
（250cc 超）
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タイトル：鮎の瀬大橋
撮影場所：
撮 影 者：藤本  義也
コメント：
　寒気冷めやらぬ２月のとある日に撮った一枚です。
　橋もさぞ寒かろうと、自分の寒いのも忘れ、見続けて
いました。

連絡先：フォトサークル山都
　　　　（事務所：あひる倶楽部内 72-3455 まで）

今月の一枚今月の一枚

鮎の瀬大橋

3月
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

1 2 3 4 5 6 7
　野田医院
　山都町消防団
出初式
　矢部高校卒業
式

　集合税（町県
民税・固定資産
税・国民健康保
険税）９期納期
限

山都町 IT 講
習会 Bコース

やまトーク
（白三校区）

蘇陽地区移動
図書

蘇陽地区移動
図書

山都町 IT 講
習会 Bコース

蘇陽地区移動
図書

　

8 9 10 11 12 13 14
　矢部広域病院
　大型ごみ収集
（矢部地区）
　図書館上映会
「蝉しぐれ」
「100回泣くこと」

　 山都町IT講習
会 Aコース B
コース
清和地区移動

図書

お知らせ版
清和地区移動

図書

　 山都町 IT 講
習会 A コース 
Bコース

町内中学校卒
業式

15 16 17 18 19 20 21春分の日
　瀬戸病院 確定申告・町

県民税・国民健
康保険税の申告
相談　最終日

山都町 IT 講
習会 A コース 
Cコース

矢部地区移動
図書

矢部地区移動
図書

山都町 IT 講
習会 Cコース
矢部地区移動

図書
保育園卒園式

（馬見原、菅尾、
さくらんぼ愛、
明光）

山都町合併
10周年記念式典
日向往還歴史

ウォーク
やまんマルシェ
保育園卒園式

（浜町、浜町第二、
白糸、金内、同和、
二瀬本、御岳）

22 23 24 25 26 27 28
　そよう病院
　日向往還歴史
ウォーク

町内小学校卒
業式

山都町 IT 講
習会 Cコース

広報紙
熊本学園大学

包括協定調印式
集合税（町県

民税・固定資産税・
国民健康保険税）
10 期口座振替日
保育園卒園式

（御所へき地、小
峰へき地）

　 山都町 IT 講
習会 Cコース

松橋収蔵庫　
熊本を知る講座

保育園卒園式
（大川、浜町乳児）

29 30 31
　高田整形外科
クリニック

上映会「ベイ
マックス」

　 　 　 　 　

　　お知らせ　　　当番医
　　イベント　　　発行日


